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ジ ョブ種 別 の変 更 につ いて

3月 末のハー ドウエアシステムの変更(フ ァイル関係の増強)お よび4月 からの ソフ トウエアのレ

ベ ルアップに歩調 を合せて、4月1日 からジョブ種別を変更 しています。新ジョブ種別は別表1の よ

うになっていますが、特に今回変更 した部分について変更の理由、利用者の方々へのお願い等を以下

に述べ ます。

(1>デ バ ッグジョブXの 新設

従来のAジョブ のCPU時 間およびLP用 紙枚数の分布を調べてみ ます と、CPU時間3o秒 以下

、LP枚 数30枚 以下のジョブが半数近 くあ ります。 これ らはほとん どデバ ッグ中のジョブと考えら

れますので、これ らのジョブ のターンアラウン ドタイムを短か くすることは、計算機利用上かなり有

効であると考 えデバ ッグジョブを設けました。制限条件がきびしすぎるように も思 えますが、ター ン

アラウン ドタイムをある程度におさえるためには、やむをえないのではないか と考 えています。大 き

なプログラムをデバッグするときは、サブプログラム単位で コンパイルする等の工夫をして利用 して

ください。

なおシステムの効率 の点かち考えると、CPU時間 の長いジョブ も短かいジョブもモニタが使用す

る時間(フ ァイルの割当て、プログラムの主記憶上への読み込み等に必要な時間)は 同 じですので、

CPU時 間の短かいジョブはCPUの 使用効率(利 用者が使えるCPU時間/シ ステムの動作時間)

が悪 くな ります。 また同じプログラムを何度 もコンパイルするためのロス時間の問題 もありますので

、長いジョブ を分割 してXジョブ で依頼することはあまり得策ではあ りません。

(2)実 行時のceア 使用量の小さなものについてのCPU時間 の延長

A,Bジ ョブについて、実行時のコア使用量の小さなものはジョブ種別を変えずにCPU使 用時隅

を延長することができるようになりました。新負担金算定方式(広 報vol.4No.2参 照)が シス

テムの利用度を他のジョブに対 して迷惑をかける度合 と考 えたのに対応 し、ここではジMフ 種 別をシ

ステムを一定量使用する権利と考えています。 したがって、同 じジョブ種別の中でもCPU時 間の短

かいものはコアを多く使用でき、またコアの少ないジョブではCPU時 間を多く使用できます。

利用者の方々はプログラムを工夫 しコア領域 を小さくするこ とによって、ターンア ラウン ドタイムを

早 くし、その上負担金を安 くすることが可能 とな ります。負担金が安 くなった分だけシステムの使用

効率が良 くなり、多くのジョブを処理することができるようになるわけですから、利用者の方々のご

協力をお願いいたします。



CPU時 間 の 延 長 はQJOB文 でCOREパ ラ メ タ 、TIMEパ ラ メ タ を指 定 す る こ とに よ っ て行 な

い ます 。 この 場 合 、 必 ず 両 方 指 定 しな け れ ば 無 効 に な り、 またTIMEパ ラ メ タの 指 定 が制 限 を超 え

て 指 定 さ れ て い る と き は制 限 値 が 与 え られ ます 。

な おCOREパ ラ メ タの指 定 が 実 際 の 使 用 量 よ り少 さ い 時 に は 「主 記憶 な し」 で 打 切 られ ます の で

ご注 意 くだ さ い。CORE使 用 量 はLIEDの マ ッ プ(LMAP指 定)に よっ て 知 る こ とが で き ます 。

例 コア使 用 量32K以 下 、CPU時 間 打 切 り1分30秒(Aジョブ)

$QJOB7001COOO11,K.U,A,FORTAN,CORE=32K,TIME=1.30

(3)共 用 ボ リュ ー ム 、 専 用 ボ リュー ム の 利 用 方 法 の 変 更

共 用 ボ リュー ム の 共 用 フ ァ イ ル(SSL等)お よ び専 用 フ ァ イル(利 用 者 が 自分 で 登 録 した フ ァ イ

ル)は 全 ジ ョブ種 別 で 使 用 で き ます 。専 用 フ ァ イル の 更 新 はXジ ョブ 以 外 の ジ ョブ 種 別 で行 な え ます。

専用 ボ リュ ー ム(磁 気 テ ー プ 等)の 利 用 は特 殊 ジ ョブ の み で行 な え る よ う変 更 され ま した。

特 殊 ジ ・ブ に は 次 の よ うな もの が あ り ます が 、 この うち② に つ い て は標 準 ジ ョブ と同 じ ぐ らい の ター

ンア ラ ウ ン ドタイ ム に な り ま し たの で 、 従 来Cジ ョブで 受 け 付 け て い た た め 専 用 ボ リュ ー ム を使 用 す

るCPU時 間 の 短 か い ジ ョブ の ター ンア ラ ウ ン ドタイ ム が 長 くな っ て い た点 は 改 善 され る で し ょ う。

① 標 準 ジ ョブ の制 限 を越 え る もの(長 日寺間 ジ ョブ等)

② オペ レー タが 特 殊 な操 作 をす る必 要 の あ る もの(紙 テ ー プ 、XYプ ロ ッ タ、 磁 気 テー プ 等 を使

用 す る ジ ョブ)

③ ジ ョブ の 結 果 をセ ン ター の 担 当 者 が 見 る必 要 の あ る もの(あ る種 の ア プ リケ ー シ ョン プ ロ グ ラ

ム)

④ 利 用 頻 度 が 低 い ため 常 日・¥シス テ ム に 組 込 まれ て い な い もの(あ る種 の ア プ リケ ー シ ョ ンプ ロ グ

ラ ム)

⑤ モ ニ タの 管 理 下 で 処 理 で き な い もの

(4)CPU時間 、LP枚 数 等 の 予 想 量 の 計 算 依 頼 カー ドへ の 記 入(Cジ ョブ)

計 算 機 の 処 理 効 率 を上 げ る た め に は 、 た とえ ば ラ イ ン プ リ ン タが 混 ん で い る時 に はCPU時 間 の 長

い ジ ョブ を処 理 す る 等 の ス ケ ジ ュー リン グ を行 な う必 要 が あ り ます 。 現 在 この ス ケ ジ ュー リン グは

計 算 機 で は行 な え な い の で 、 オペ レー タが行 な っ て い ます 。 ス ケ ジ ュー リン グ を う ま くや る ため に は

ジ ョブ の性 格(CPU使 用 時 間 、LP出 力 枚 数 等)が は っ き り して い な け れ ば な りませ ん が
、 特 に

Cジ ョブ は範 囲 が 広 い た め 性 格 付 け が 困難 で す 。 こ の た めCジ ョブ に つ い て は 計 算 依 頼 カー ドに 予 想

量 を記 入 して い た だ き、 この 情 報 を も とに して ス ケ ジ ュー リン グ を行 な い 、 計 算 機 の処 理 効率 を上 げ



て、ターンアラウンドタイムを少 しでも短か くしようと考えています。 多少の手間はかか りますが利用

者の方々のご協力をお願いいたします。

〈5>タ ーンアラウン ドタイムについて

センターでは2CPUに よるマルチジョブ処理(主 記憶上に2つ 以上のジョブ が入 り同時に処理 さ

れてい く〉をや っていますし、その上② 、(4>等の方法 をとります と、ジョブ の返却が必ず しも受付・番

号順にはならないことが生 じます。全体の効率 を上げれば、個々のジ ョブ返却はおのずから早 くなる

と思 いますのでこの点 ご了承 ください。
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セ ンター共用ファイル(SSL等)
共薦ボ リュームの專用 ファイル
〈ただ しXジ ョブでは更新不可)
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・F◎RTRAN
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特殊 ジ ョブ
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注1)COREパ ラメー ター、TIMEパ ラメー タを省略 した場合にこの値が打切 りの舗限 として入}}

ます。

注2)QJOB文 でCOREパ ラメー タを指定 した時のみTIMEパ ラメー タに よりこの制限 までを指

定できます。

注3)セ ンター・m一が作成 したジョブ 制御マ クロを利用 し、スクラッチ(中 間デー タ書 き込み)ファイル と

して使用する事がで きます。

注4)灘Tは 利用者 窪身の専 馬ボリュー ムだけです。


